
令和６年度 前期入学式 式辞 

 

 夙川の桜の木々が咲き誇り、あらゆる生命が躍動する気配を感じさせる爽やかな今日の佳き日、

ＰＴＡ会長様をはじめご来賓の方々のご臨席を賜り、令和６年度兵庫県立西宮香風高等学校前期入

学式を挙行できますことは、私ども関係者一同にとって、この上ない喜びであり、感謝に堪えません。

高いところからではございますが、本校の教職員を代表して心から御礼申し上げます。 

先ほど入学を許可しました２４１名の新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。また、今日

のこの喜びの日を迎え、これまで深い愛情をもって育んで来られたました保護者の皆様には、お喜び

もひとしおのことと拝察いたします。お子様のご入学、誠におめでとうございます。心よりお祝い申し上

げます。 

本日、みなさんが門をくぐった兵庫県立西宮香風高等学校は、平成１３年に全国でも最先端の多

部制単位制高等学校として、ここ西宮の地に誕生しました。桜の名所である夙川の河口に広がる香

櫨園浜の風が香る「香」と、多部制単位制高校という弾力的な教育課程を生かした新しい学びの

「風」が広がることを期待して、「西宮香風」と名づけられました。本年はその創立から２４年目を迎え、

すでに３,６６８名に及ぶ卒業生が未来に向かって飛躍し、巣立っています。本校が「多様性」を大切に

していることは、皆さんもよくご存じのことと思います。つまり、様々な個性や年齢、生活環境、将来の夢

も異なる生徒が共に学ぶ学校です。一緒に学校生活を過ごすことを通して、「自分らしさ」を改めて

発見したり、多様な見方を生かして新しい考え方を生み出したりすることができる、可能性に満ちた学

校です。そのような環境の中で、皆さんには自分らしさとは何かを考え、自分だけの夢を見つけていた

だきたいと思います。 

さて、社会は今、生産年齢人口の減少、グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により、社

会構造や雇用環境は大きく、また急速に変化しており、予測が困難な時代となっています。また、急激

な少子高齢化が進む中で、成熟社会を迎えた我が国にあっては、一人一人が持続可能な社会の担

い手として、その多様性を原動力とし、質的な豊かさを伴った個人と社会の成長につながる新たな価

値を生み出していくことが期待されています。こうした変化の一つとして、Society5.0とも呼ばれる新

たな時代の到来が、社会や生活を大きく変えていくとの予測もなされており、多様な事象が複雑さを

増し、変化の先行きを見通すことが一層難しくなっています。このような世の中だからこそ、本校に入

学する皆さんに２つのお話をさせていただきます。 

１つ目は、これからの社会を生きていく上で、身につけなければならないものについてです。未来に

待ち受ける状況に対応するために、経済産業省は今後の人材政策について検討するための「未来人

材会議」を主催し、2022 年５月に「未来人材ビジョン」を公表しました。その中には、これからの社会

を切り開く若い世代に身につけて欲しい４つの能力が示されています。１つ目は「常識や前提にとら

われず、ゼロからイチを生み出す能力」、２つ目は「夢中を手放さず、１つのことを掘り下げていく姿

勢」、３つ目は「グローバルな社会課題を解決する意欲」、そして４つ目は「多様性を受容し、他者と協

働する能力」です。本校は個を尊重し、多様な価値観を認める人材の育成を重視し、また自分が夢中

になれることを支援する教育体制があります。つまり、「未来人材ビジョン」の４つの能力のうち、２つの

能力を育てる教育活動が顕著です。ですから、入学後は他人を尊重し多様性を受け入れる気持ち、

つまり、常に感謝の心を持ち、他を思いやり、支え合い、応援する気持ちを持ってほしいと願っています。

そして、自分が夢中になることを見つけて、精一杯取り組んでください。 



２つ目は、皆さんの高校生活についてです。これからの高校生活は希望に満ちており、多くの夢が

皆さんを待っています。しかし、高校生活は楽しいことばかりとは限りません。苦しいとき、辛いとき、挫

けそうになることもあるかもしれません。そんなときに大切なことは「どうせ無理」という言葉を使わな

いことです。「どうせ無理」ではなく「どうすれば」を常に考えてください。本校の１階に飾ってある卒業

生のパネルを見てください。その中には、医者や科学者、東京パラリンピックの銀メダリスト等、多方面

で活躍する卒業生の言葉が掲載されています。あの人たちも最初、周りから見れば届きそうもない夢

を持ちました。おそらく周りから「どうせ無理」という言葉をかけられた可能性があります。しかし、あの

方々は全員「どうせ無理」ではなく「どうすれば」を追求しました。その結果、夢を現実のものとしまし

た。本校に入学する皆さんには、常にこの考えを持ってほしいと願っています。そして、みなさんがつま

ずいた時には周りを見てください。常に見守り、寄り添い、ドバイスを送り、時には一緒になって壁を乗

り越えようとする多くの先生方がいます。また、側に寄り添ってくれる友人も、やがてできるでしょう。西

宮香風高校には、誰かがすぐに手を差し伸べてくれる、温かい雰囲気があります。どうか安心して、高

校生活の第一歩を踏みだしてください。 

最後に、今年３月に卒業した先輩の卒業文集から、その一節を紹介します。「中学の時、１人で過ご

していた日常が、たくさんの人と過ごす日常になった。悔しい涙も、達成したときの喜びも、全ては未来

に繋がる僕らの軌跡。香風高校での全ての出来事に感謝したい」。 

最後になりましたが、保護者の皆様、本日より皆様の大切なお子様をお預かりすることになりまし

た。卒業時には西宮香風高校に入学させてよかったと喜んでいただけるよう、教職員一同、持てる力

を最大限に発揮し、お子様の教育に取り組む所存でございます。どうか本校の教育活動に対するご

理解ご協力、そしてご支援を賜りますようお願いいたします。 

本日、入学されたみなさん全員が本校で充実した日々を過ごされ、人生の確かな礎を築くことを祈

念して式辞とします。 

 

令和６年４月８日 
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